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又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又俣
末
末
末
末迄 又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又 沫

末
末
末
末

抹
※議案等に対する各議員の表決状況につい

ては、県議会ホームページに掲載している

ほか、議会図書室で閲覧できます。

可決した発議 １件

○県議会議員の議員報酬等に関する条例の一

部を改正する条例

可決した意見書 １件

○中華人民共和国による人権侵害問題の解決

を促し、必要な措置を講ずることを求める

意見書

可決した決議 １件

○北朝鮮による日本人拉致問題に対する理解

を深めるための取組を推進する決議

可決・同意した
知事提出議案 49件

○令和３年度宮城県一般会計補正予算

○行政機関設置条例の一部を改正する条例

○職員の給与に関する条例等の一部を改正す

る条例

○家畜伝染病予防法施行条例の一部を改正す

る条例

○当せん金付証票の発売限度額について

○市の境界変更について（登米市と栗原市）

○監査委員の選任につき同意を求めることに

ついて

○収用委員会委員の任命につき同意を求める

ことについて 他

採択した請願 ２件

○私立高等学校等への助成強化に関すること

について

○私学助成拡充に関することについて

委
員
会
構
成

◎遠藤伸幸（公明）○横山隆光（自民） 佐々木功悦（県民の声）
佐藤仁一（県民の声） 福島かずえ 共産 岸田清実（社フォ）
伊藤吉浩（自民） 庄田圭佑（自民） 本木忠一（自民）
仁田和廣（自民）

◎村上久仁（自民）○柏佑賢（自民） 坂下賢（県民の声）
太田稔郎（県民の声） 三浦一敏（共産） 吉川寛康（ 世紀ク）
松本由男（自民） 瀨戸健治郎 自民 村上智行（自民）
畠山和純（自民）

◎渡辺勝幸（自民）○わたなべ拓（自民）境恒春（県民の声）

三浦ななみ（県民の声）高橋啓（緑風会） 伊藤和博（公明）

伏谷修一（自民） 菊地恵一（自民） 藤倉知格（自民）

◎中島源陽（自民）○坂下賢（県民の声）
月９、 日に総括質疑を行い、その後、各分科会での審査

を経て、令和３年度宮城県一般会計補正予算等を可決した。
●総括質疑者
庄田圭佑、わたなべ拓、八島利美、守屋守武（自民）太田稔
郎、石田一也（県民の声）福島かずえ、金田もとる（共産）横山の
ぼる、遠藤伸幸（公明）熊谷義彦、岸田清実（社フォ）渡辺忠
悦、菅間進（無所属の会）吉川寛康（ 世紀ク）高橋啓（緑風会）◎守屋守武（自民）○八島利美（自民） ゆさみゆき（県民の声）

天下みゆき（共産） 熊谷義彦（社フォ）横山のぼる（公明）
佐々木幸士（自民）石川光次郎 自民 安藤俊威（自民）
中沢幸男（自民）

◎吉川寛康（ 世紀ク）○小畑きみ子（県民の声）坂下賢（県民の声）
天下みゆき（共産）伊藤和博（公明） 伏谷修一（自民）
八島利美（自民） 渡辺勝幸（自民） 池田憲彦（自民）
中沢幸男（自民）

◎高橋啓（緑風会）○庄田圭佑（自民） 境恒春（県民の声）
石田一也（県民の声） 三浦一敏（共産） 遠藤伸幸（公明）
福井崇正（自民） 佐々木賢司（自民）中山耕一（自民）
安藤俊威（自民）

◎村上智行（自民）○庄田圭佑（自民） 太田稔郎（県民の声）
佐藤仁一（県民の声） 天下みゆき（共産） 横山のぼる（公明）
菅間進（無所属の会） 村上久仁（自民） 佐々木賢司（自民）
中山耕一（自民） 安藤俊威（自民） 中沢幸男（自民）

◎高橋宗也（自民）○渡邉重益 自民 石田一也（県民の声）
小畑きみ子（県民の声）金田もとる 共産 菅間進（無所属の会）
佐々木賢司（自民） 橋伸二（自民） 佐々木喜藏（自民）
中山耕一（自民）

◎遠藤隼人（自民）○福井崇正（自民） 枡和也（県民の声）
佐々木奈津江（県民の声）大内真理（共産） 渡辺忠悦（無所属の会）
櫻井正人（自民） 外崎浩子（自民） 池田憲彦（自民）
中島源陽（自民）

◎佐々木喜藏 自民 ○佐藤仁一（県民の声） 枡和也（県民の声）
金田もとる（共産）菅間進（無所属の会） 松本由男（自民）
わたなべ拓（自民）遠藤隼人（自民） 横山隆光（自民）
藤倉知格（自民）

◎太田稔郎（県民の声）○福島かずえ（共産）ゆさみゆき（県民の声）
岸田清実（社フォ） 伊藤吉浩（自民） 瀨戸健治郎（自民）
村上久仁（自民） 佐々木幸士（自民）中島源陽（自民）
仁田和廣（自民）

◎本木忠一（自民）○熊谷義彦（社フォ）佐々木功悦（県民の声）
三浦ななみ（県民の声）佐々木奈津江（県民の声）大内真理（共産）
横山のぼる（公明）柏佑賢（自民） 渡邉重益（自民）
櫻井正人（自民） 高橋宗也（自民） 守屋守武（自民）
村上智行（自民） 石川光次郎（自民）畠山和純（自民）
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会派名略称

自由民主党・県民会議‖（自民）、みやぎ県民の声‖（県民の声）、日本共産党宮城県会議員団‖（共産）、公明党県議団‖（公明）、
社民フォーラム県議団‖（社フォ 無所属の会‖（無所属の会）、 世紀クラブ‖（ 世紀ク）、緑風会‖（緑風会）

月
定
例
会
で
は
、
議
会
運
営
委
員
会
や
常
任
委
員
会
等
の
委
員
が
選
任
さ
れ
た
。

ま
た
、
予
算
特
別
委
員
会
の
ほ
か
、
大
震
災
復
興
調
査
特
別
委
員
会
な
ど
五
つ
の
調
査

特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。

※
◎
委
員
長

○
副
委
員
長
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第
３
８
１
回
宮
城
県
議
会
（

月
定
例
会
）
は
令
和
３
年

月

日
か
ら

月

日
ま
で

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
の
関
連
費
を
中
心
に
約
３
９
９
億
７
７
６
８
万
円
を
盛
り
込
ん
だ
２
０
２
１
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど

議
案
を
原
案
通
り
可
決
し
た
。
一
般
質
問
で
は
、
仙
台
医
療
圏
に
立
地
す
る
４
病
院
の
再
編
方
針
や
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
な
ど
で
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
な
お
、
石
川
光
次
郎
議
長
の
辞
任
に
伴
う
議
長
選
が
あ
り
、

後
任
に
は
菊
地
恵
一
議
員
が
選
出
さ
れ
た
。
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４病院再編

知
事

で
き
る
限
り
提
供
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国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目

標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
に
関
し
て
の
質

問
も
目
立
っ
た
。
燃
料
電
池
自

動
車
（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）
に
つ
い
て
、

議
員
は
「
現
行
の
購
入
費
補
助

で
は
負
担
額
の
軽
減
が
不
十
分

だ
」
と
指
摘
し
、
普
及
拡
大
へ

さ
ら
な
る
支
援
の
拡
充
を
求
め

た
。
環
境
生
活
部
長
は
「
県
の

Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
購
入
費
補
助
は
全
国

的
に
も
高
い
水
準
に
あ
る
。
８

月
に
は
県
内
２
カ
所
目
の
水
素

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
所
し
た
効

果
も
あ
り
、
県
内
の
Ｆ
Ｃ
Ｖ
登

録
台
数
は
着
実
に
増
え
て
い

る
」
と
答
弁
し
、
脱
炭
素
社
会

に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
蓄

電
池
な
ど
を
備
え
た
輸
送
可
能

な
コ
ン
テ
ナ
型
の
ム
ー
ビ
ン
グ

ハ
ウ
ス
に
関
し
て
、議
員
は「
二

酸
化
炭
素
排
出
量
を
削
減
す
る

観
点
か
ら
、
国
庫
補
助
が
創
設

さ
れ
て
い
る
。
県
の
活
用
実
績

は
」
と
質
問
。
環
境
生
活
部
長

は
「
３
月
に
国
が
ム
ー
ビ
ン
グ

ハ
ウ
ス
な
ど
の
導
入
支
援
に
関

す
る
制
度
を
創
設
し
た
。
創
設

間
も
な
い
制
度
の
た
め
十
分
な

認
知
が
さ
れ
て
い
な
い
が
、
県

と
し
て
は
制
度
の
周
知
に
努
め

て
い
く
」
と
説
明
し
た
。

議
員
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
促
進
に
向
け
た
太

陽
光
発
電
設
備
の
設
置
拡
大
を

求
め
な
が
ら
、
「
災
害
リ
ス
ク

の
高
い
区
域
へ
の
設
置
に
は
十

分
な
配
慮
が
必
要
に
な
る
」
と

述
べ
、
条
例
に
よ
る
規
制
の
必

要
性
に
つ
い
て
指
摘
し
た
。
知

事
は
「
地
域
住
民
の
不
安
解
消

の
観
点
か
ら
も
一
定
の
規
制
は

必
要
に
な
る
。
条
例
の
制
定
を

前
向
き
に
検
討
し
た
い
」
と
答

弁
し
た
。

○
一
般
質
問
（

人
）

▽
ゆ
さ
み
ゆ
き
（
県
民
の
声
）

村
井
知
事
５
期
目
の
県
政
運
営
と

政
治
姿
勢
、
社
会
で
支
え
る
宮
城

の
子
ど
も
・
子
育
て

他
▽
遠
藤

隼
人
（
自
民
）
我
が
県
の
県
立
病

院
等
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
我
が

県
の
環
境
政
策
に
つ
い
て

他
▽

菅
間
進
（
無
所
属
の
会
）
知
事
選

の
日
程
等
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

４
病
院
統
合
・
合
築
問
題
に
つ
い

て
▽
仁
田
和
廣
（
自
民
）
国
土
強

銒
化
予
算
に
つ
い
て
、
水
素
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

▽
松
本
由
男
（
自
民
）
災
害
時

の
死
者
・
行
方
不
明
者
の
公
表
方

針
、
教
員
の
免
許
状
更
新
制
度
の

評
価
と
今
後

他
▽
佐
々
木
奈
津

江
（
県
民
の
声
）
村
井
知
事
５
期

目
の
県
政
に
つ
い
て
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
宮
城
県
に
つ
い
て

他

▽
中
島
源
陽
（
自
民
）
こ
れ
か
ら

の
農
業
政
策
に
つ
い
て
、
一
人
一

人
に
寄
り
添
う
教
育
に
つ
い
て

他
▽
吉
川
寛
康
（

世
紀
ク
）
民

間
活
力
を
生
か
し
た
行
政
運
営
に

つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
に
つ
い
て

他

▽
瀨
戸
健
治
郎
（
自
民
）
栗
原

・
登
米
保
健
所
支
所
化
に
つ
い
て

紅
葉
時
渋
滞
解
消
と
道
路
改
良

に
つ
い
て

他
▽
高
橋
宗
也
（
自

民
）
感
染
症
対
応
と
農
業
・
水
産

業
の
持
続
的
発
展
、
残
さ
れ
た
復

興
の
課
題
と
防
災
力
の
強
化
▽
枡

和
也
（
県
民
の
声
）
宮
城
の
省
エ

ネ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い

て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
の
実
現

に
向
け
て

他
▽
福
井
崇
正
（
自

民
）
県
の
経
済
回
復
に
向
け
た
取

組
に
つ
い
て
、
県
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に

向
け
た
取
組
に
つ
い
て

他

▽
畠
山
和
純
（
自
民
）
漁
港
施

設
等
の
復
旧
と
復
興
完
遂
に
つ
い

て
、
宮
城
野
原
防
災
拠
点
整
備
と

復
興
完
遂

他
▽
天
下
み
ゆ
き

（
共
産
）
４
病
院
再
編
案
は
撤
回

し
地
域
医
療
の
充
実
を
、
栗
原
及

び
登
米
保
健
所
支
所
化
に
つ
い
て

他
▽
伊
藤
和
博
（
公
明
）
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い

て
、
県
立
病
院
等
の
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て

他
▽
藤
倉
知
格

（
自
民
）
地
域
医
療
構
想
の
推
進

と
４
病
院
統
合
・
連
携
、
新
た
な

産
廃
最
終
処
分
場
問
題
に
つ
い
て
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石
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・
震
災
伝
承
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コ
ロ
ナ
対
策

強
力
な
後
押
し
要
望

医療体制強化

観光需要回復

米の販路拡大

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関

連
し
た
質
疑
で
、
医
療
体
制
の

強
化
や
観
光
需
要
の
回
復
、
米

の
消
費
拡
大
な
ど
、
議
員
か
ら

は
幅
広
い
観
点
で
対
策
の
後
押

し
を
求
め
る
意
見
が
あ
っ
た
。

議
員
は「
感
染
拡
大
に
備
え
、

医
療
体
制
の
強
化
が
必
要
だ
」

と
指
摘
。
知
事
は
、
入
院
は
今

夏
の
ピ
ー
ク
時
の
１
・
５
倍
超

と
な
る
５
１
１
床
を
、
軽
症
者

ら
を
受
け
入
れ
る
宿
泊
療
養
施

設
は
ピ
ー
ク
時
の
３
倍
超
と
な

る
最
大
２
６
０
０
室
を
確
保
で

き
る
見
通
し
で
あ
る
こ
と
を
説

明
し
、
「
陰
圧
管
理
で
き
る
個

室
病
床
な
ど
の
確
保
も
進
め
て

い
る
」
と
述
べ
た
。

観
光
旅
行
客
の
落
ち
込
み
に

関
し
、
「
県
内
旅
行
を
対
象
に

し
た
県
民
割
に
つ
い
て
、
国
庫

補
助
は
隣
県
へ
も
拡
大
さ
れ

る
」
と
の
議
員
の
説
明
に
対
し

て
、
知
事
は
「
隣
接
す
る
４
県

と
協
議
を
進
め
て
お
り
、
今
月

中
旬
を
め
ど
に
対
象
を
拡
大

し
、事
業
期
間
を
延
長
し
た
い
」

と
答
弁
し
た
。

中
食
や
外
食
の
落
ち
込
み
に

よ
り
、米
価
は
低
迷
し
て
お
り
、

農
家
は
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い

る
。
議
員
は
「
追
加
的
な
転
作

要
請
に
協
力
し
て
も
な
お
、
在

庫
量
の
追
加
を
防
ぎ
切
れ
て
い

な
い
」
と
質
問
し
た
。
知
事
は

「
首
都
圏
で
宮
城
米
の
認
知
度

は
向
上
し
て
い
る
が
、
販
路
の

拡
大
に
つ
な
が
っ
て
は
い
な

い
。
米
の
消
費
拡
大
や
営
農
継

続
支
援
に
取
り
組
ん
で
、
稲
作

農
家
の
経
営
安
定
を
図
り
た

い
」
と
答
え
た
。

東
日
本
大
震
災
の
復
興
関
連

の
質
疑
も
あ
っ
た
。議
員
は「
震

災
の
復
興
完
遂
は
ど
の
時
点
と

考
え
て
い
る
か
」
と
質
問
。
知

事
は
「
復
興
完
遂
は
被
災
さ
れ

た
方
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
が
あ
る

が
、
県
民
の
皆
さ
ま
に
復
興
し

た
と
実
感
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
努
力
を
重
ね
る
こ
と
が
使

命
だ
」
と
の
姿
勢
を
述
べ
た
。

み
や
ぎ
東
日
本
大
震
災
津
波

伝
承
館（
石
巻
市
）に
つ
い
て
、

議
員
は
「
県
内
の
被
災
地
の
ゲ

ー
ト
ウ
ェ
イ
機
能
や
連
携
の
中

心
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
」
と

述
べ
、
施
設
の
情
報
発
信
強
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す

る
よ
う
求
め
た
。
復
興
・
危
機

管
理
部
長
は
「
『
映
像
を
見
る

機
器
が
少
な
い
』
『
リ
ア
ル
な

展
示
物
が
少
な
い
』
な
ど
の
意

見
も
あ
り
、
課
題
は
見
え
て
き

て
い
る
。
今
後
は
特
別
展
示
な

ど
の
企
画
の
充
実
に
よ
り
、
ゲ

ー
ト
ウ
ェ
イ
機
能
を
強
化
す

る
」
と
答
弁
し
た
。

議
員
は
、
災
害
時
に
死
者
や

行
方
不
明
者
が
発
生
し
た
場
合

の
氏
名
の
公
表
基
準
の
策
定
を

求
め
た
。
知
事
は
、
静
岡
県
熱

海
市
で
発
生
し
た
土
砂
災
害
で

「
安
否
不
明
者
」
の
公
表
が
救

助
活
動
の
円
滑
化
に
つ
な
が
っ

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
「
個
人
情

報
保
護
や
家
族
の
心
情
に
配
慮

し
な
が
ら
、
人
命
救
助
を
最
優

先
と
す
る
こ
と
を
基
本
に
、
引

き
続
き
検
討
す
る
」
と
答
弁
し

た
。

仙
台
赤
十
字
病
院
（
太
白
区
）

と
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
（
名
取

市
）
を
統
合
し
て
名
取
市
に
、

東
北
労
災
病
院
（
青
葉
区
）
と

県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
（
名

取
市
）
を
合
築
し
て
富
谷
市
に

建
設
す
る
再
編
方
針
。
９
月
定

例
会
で
知
事
が
二
つ
の
拠
点
病

院
を
整
備
す
る
協
議
を
始
め
る

と
表
明
し
た
も
の
の
、
議
員
は

「
情
報
公
開
が
ほ
と
ん
ど
さ
れ

て
い
な
い
。
積
極
的
に
開
示
す

る
べ
き
だ
」
と
指
摘
し
た
。
知

事
は
「
４
病
院
の
統
合
・
合
築

の
二
つ
の
枠
組
み
に
つ
い
て
は

具
体
的
な
内
容
が
決
ま
っ
て
お

ら
ず
、
協
議
の
開
始
を
合
意
し

た
も
の
だ
」
と
述
べ
、
関
係
機

関
と
の
協
議
を
重
ね
る
過
程

で
、
情
報
を
提
供
し
て
い
く
方

針
を
改
め
て
示
し
た
。

「
消
防
本
部
ご
と
の
搬
送
時

間
の
差
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の

か
」
と
議
員
は
質
問
し
た
。
知

事
は
、
昨
年
の
県
内
の
消
防
組

織
別
の
救
急
搬
送
時
間
は
、
仙

台
市
消
防
局
が

・
３
分
に
対

し
、
名
取
市
消
防
本
部
が
県
内

最
長
の

・
３
分
だ
っ
た
こ
と

を
説
明
し
、
県
内
の
病
院
を
バ

ラ
ン
ス
良
く
配
置
す
る
こ
と
に

理
解
を
求
め
た
。

病
院
再
編
へ
の
反
対
が
回
答

者
の
３
分
の
２
に
上
っ
た
独
自

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
披
露
し

た
議
員
の
指
摘
に
、
知
事
は「
仙

台
市
民
の
中
に
は
、
市
内
の
医

療
が
低
下
す
る
と
い
う
不
安
が

先
行
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
受
け
止
め
て
い
る
。
で
き
る

限
り
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

く
」
と
答
え
た
。

登
米
、
栗
原
両
保
健
所
を
そ

れ
ぞ
れ
石
巻
、
大
崎
両
保
健
所

に
統
合
す
る
案
を
巡
り
、
議
員

は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
縮
小
再
編
す

る
理
由
は
あ
る
の
か
」
と
質
問

し
た
。
保
健
福
祉
部
長
は
「
組

織
再
編
は
保
健
所
に
求
め
ら
れ

る
専
門
性
の
強
化
と
機
動
的
な

応
援
態
勢
の
確
保
を
図
ろ
う
と

す
る
も
の
だ
」
と
答
弁
し
た
。

11
月
定
例
会
の
本
会
議

地
方
へ
の
移
住
策

情
報
発
信
強
化
を

人
口
減
少
対
策
に
関
し
た
質

疑
で
、
議
員
は
「
首
都
圏
の
若

年
層
は
地
方
移
住
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
機
会
を

捉
え
情
報
発
信
を
強
化
す
る
べ

き
だ
」
と
強
調
し
た
。
知
事
は

宮
城
が
置
か
れ
た
現
状
に
つ
い

て
、
「
首
都
圏
か
ら
の
交
通
の

便
が
良
く
、
コ
ロ
ナ
禍
で
離
職

し
た
人
が
関
心
を
持
つ
傾
向
が

見
ら
れ
る
」
と
述
べ
、
従
来
の

対
面
型
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
た

情
報
発
信
強
化
に
取
り
組
む
考

え
を
示
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い

て
、
議
員
は
「
制
度
の
積
極
的

な
活
用
を
求
め
た
い
」
と
要
望

し
た
。
企
画
部
長
は
「
４
月
現

在
で
１
２
４
人
の
隊
員
が
活
動

し
て
い
る
ほ
か
、
任
期
を
終
了

し
た

人
の
う
ち
、

人
が
県

内
に
定
住
し
、
起
業
・
就
業
す

る
な
ど
、
取
り
組
み
の
成
果
は

表
れ
て
き
て
い
る
」と
答
え
た
。

県議会からのお知らせ
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議長就任あいさつ

●ラウンジコンサート

◇令和４年２月14日（月）開催予定のラ

ウンジコンサートについては、新型コロナ

ウイルス感染症の拡大防止の観点から中止

とさせていただきます。

月定例会開会日

に選出された菊地恵

一議長が、閉会日と

なる 月 日の記者

会見の場で就任あい

さつを行った。菊地

議長は「東日本大震

災の発生から10年が

経過した。これまで

の着実な取り組みにより、ハード面におい

ては、多くの地域で取り組みが完了しつつ

ある一方、心のケアや地域コミュニティづ

くりなどのソフト面においては、今後も一

人一人に寄り添った細やかな支援が求めら

れている」と述べた。

また「人口減少や少子高齢化、自然災害

の激甚化など社会情勢の急激な変化に加

え、昨今の新型コロナウイルス感染症の流

行による産業やなりわいへの深刻な影響な

ど、直面する喫緊の課題に対応していくた

めに、県議会が果たすべき役割は、今後ま

すます大きくなっていくものと考えてい

る。議会の使命を全うすべく、議長として

全身全霊で取り組む」と語った。

菊
地
恵
一
議
長

●ホームページのご案内

定例会の日程や会議録、議

会中継等をご覧いただけま

す。

●議会中継のご案内

スマートフォンやタブレッ

ト端末で議会中継をご覧いた

だけます。

●ウェブ版みやぎ県議会だより

質問内容等の詳細を掲載す

るとともに、文字ばかりでな

く、イラストや写真、余白等

を生かした紙面構成のウェブ

版を発行しています。

◇令和４年６、９月開催の出演者募集

詳細は、ホームページまたは022（211）

3571（総務課）までお問い合わせ下さい。

応募締め切りは令和４年１月 日（必着）

となります。

●傍聴のご案内

傍聴される皆様におかれましては、新型

コロナウイルスの感染防止にご配慮くださ

るようお願いいたします。

詳細については、022（211）3571（総務

課）までお問い合せ下さい。

企画広報委員会
みやぎ県議会だよりの編集・発行などの

議会広報を行っている企画広報委員会の委

員の選任が行われました。

◎伊藤吉浩（自民）○三浦ななみ（県民

の声）渡邉重益（自民）金田もとる（共産）

遠藤伸幸（公明）熊谷義彦（社フォ）渡辺

忠悦（無所属の会）吉川寛康（ 世紀ク）
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